
第２学年○組 生活科指導と評価の案 

日 時：平成１５年１月２４日（金）公開１ 

場 所：２年○組教室 

授業者：野村 美由紀 

１．単元名「明日にジャンプ」 

２．本時の目標 思い出集めをしてまとめた作品を紹介したり、聞いて互いのよさを認め合ったりすることを通して、自分が大きくなったことや、

できるようになったことに気付くことができる。 

３．本時の評価規準 【気付き】友達の成長したところや、できるようになったところを褒めたり、見つけたりすると共に、自分の成長（今はでき

るよ、こんなに違うよなど）したことに気付く。 

４．本時の展開 

過程 学  習  活  動 集団 個のつまずきに対する指導・援助 
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1. 願いを持つ 

「タイムマシーンにのって、小さいころの自分についていっぱい調べたね。どん

なことを、友だちに教えてあげたいかな？」 

・小さいころ好きだった遊びについて話したいよ。 

・けがをしてお母さんたちがすごく心配してくれたんだよ。 

・おじいちゃんが竹馬を作ってくれて、のりかたを教えてくれたよ。 

２．課題提示 

 

３．コーナーに分かれて発表する。 

 

４．活動を振り返る。 

「友達の発表を聞いて見つけたことや思ったことを発表しよう」  

・けがをしたり、病気になったりして、お家の人たちは、すごく心配してくれた

んだなあっておもったよ。 

・おじいちゃんやおばあちゃんにも、すごくかわいがってもらったんだなあ。 

・小さいころは一人でできなかったことも今ではできるようになったよ。 

・すごく小さなくつやふくだったね。大きくなったんだなあ。 

５．自己評価をする。（今の気持ちを手紙形式で書く） 

「いろんな人に大切にしてもらって、たくさんのことができるようになったり、

大きくなることができたんだなあ。これからもがんばるよ」（まとめ） 

６．次の活動への願いを持つ。 

「いろんな出来事や、いろんな人たちの気持ちがよく分かったね。家に帰ったら

今日書いた手紙を読んであげてね。お家の方達がどんな顔をされるかな？楽し

みだね。」 
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思い出を聞きあって、小さいころのようすをしり、大きくなったこ

とや、できるようになったことをたくさん見つけよう！ 

はいはいばかりして

いて、なかなか歩か

なかったのでしんぱ

いしたんだって。  

赤ちゃんのときは泣

いてばかりで、おか

あさんをこまらせて

いたよ。 

お父さんにかって

もらったぬいぐる

みが大好きでいつ

もよだれだらけだ

ったんだって。  

はずかしがりや

で、いつもお母

さんの後ろにか

くれていたんだ

って。今はそん

なことしないよ

おばあちゃん

のまねをして、

ふきのかわむ

きをして、ほめ

られたよ。 

つまずきの様相 指導・援助 

発表の内容に自

信が持てずなか

なか発表できな

い。   

 

「小さいころ

はこんな子だ

ったんだね。こ

んな遊びをし

ていたんだね。

よくわかるよ」

と声をかけ自

信を持たせる。 

友だちの発表に

ついて、感想が持

てず何を話した

らいいのかわか

らずにいる。 

「○○さんは

小さいころど

んな子だった

の」「自分と似

ているところ

はなかったか

な」等と声をか

け感想が持て

るようにする。 

自分や友だちの

発表から、周りの

人への感謝の気

持ちを持ったり、

自分の成長ぶり

に気付いたりす

ることができず

にいる。 

「お家の人は

○○さんのこ

とを、どんなふ

うに思ってい

るのかな」「今

の○○さんと

どんなところ

がちがうかな」

等と声をかけ、

人のやさしさ

や成長に気付

けるようにす

る。 


